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「就活生応援 身だしなみセミナー」を開催

副センター長に医学研究科 高桑修教授が就任

2022年8月末に本学を退職された副センター長の医学研究科 榎原毅准教授の後任として、医学研究科

高桑修教授が副センター長に就任されました。

「NCUサステナビリティ・ワークショップ」を開催

2022年11月3日に、「NCUサステナビリティ・ワークショップ

2022 食から考える持続可能な都市 名古屋」（主催：名

古屋市立大学、後援：名古屋市・名古屋市教育委員会・

名古屋市立大学SDGsセンター）を開催しました。

当日は、本学学生の他、名古屋市立菊里高等学校、北

高等学校、工芸高等学校、名東高等学校の生徒など、合

わせて58名が参加しました。参加した学生・生徒たちは12の

2022年11月10日に、「就活生応援 身だしなみセミナー」を開催しました。これは、本学が参加している「名古

屋市SDGs推進プラットフォーム」における会員間連携の一環として、花王グループカスタマーマーケティング株式会

社様と連携し、本学学生向けに開催したものです。

【高桑副センター長からのメッセージ】

副センター長を拝命しました医学研究科 医学・医療教育学の高桑修です。

呼吸器内科医師として名市大病院（桜山）や西部医療センターで、がん医

療や新型コロナの診療に携わってきました。現場で学ばせて頂いたことを教育と

いう形で未来に繋げられればと思っています。

すでに高い評価をうけている名市大のSDGsですが、さらなる発展に貢献で

きるよう微力ではありますが努めてまいります。どうぞよろしくお願い致します。

グループに分かれ、「食」に関する自分の問題意識を共有した上で、

各グループで決めた問題に対するアプローチについて議論しました。

「フードロス」「地産地消」「子どもの相対的貧困による食生活の乱れ」

など、「食」に関する幅広い内容についての議論が行われました。

SDGsのGoal5（ジェンダー平等を実現しよう）及びGoal8（働きが

いも経済成長も）達成に向け、性別問わず幅広く「社会人としての身だ

しなみ」について学ぶ内容でした。当日は、男女合わせて32名の学生が

参加し、スキンケア、メイク、ウェブ面接対策などの具体的な方法につい

て学びました。

今後も、SDGsをキーワードに、企業等との連携を進めてまいります。



SDGs 17ゴールの紹介

ここでは、SDGs 17ゴールについて、ゴールごとに紹介します。今回は、SDG7（エネルギーをみんなに そしてクリー

ンに）について紹介します。

Goal7.すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

お問い合わせ

名古屋市立大学SDGsセンター事務局
（企画推進課内）

〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１

Tel：052-852-8806

Mail : kikakuhyouka@sec.nagoya-cu.ac.jp

https://www.nagoya-cu.ac.jp/sdgscenter/

SDG7に関連する本学の取り組み例（SDGs活動レポートより）

その他のSDG7に関する取り組みについては、以下のサイトをご確認ください。

https://www.nagoya-cu.ac.jp/07/
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